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	課題:「イノベーションのジレンマ」のゼミ活動について
	自己紹介
	失敗の構造安定した企業が破壊的技術に積極的に投資するのは合理的でないと考えること 。
	失敗につながる他の原因これまでの顧客による束縛にいつまでも対応することばかり考えて、新規市場への積極的参入をためらった。
	優良企業と呼ばれる企業というものはあらゆる持続的イノベーションには積極的な姿勢をとった
	破壊的イノベーションに直面した時に上手く機能しないからといって、主流市場で企業を成功に導いてきた能力、組織構造、意見決定プロセスを捨てる必要は無い。
	最後に企業マネージャーはまず、持続的技術と破壊的技術の需要の衝突がどのようなものかを理解する必要がある。次に、各組織の市場での地位、経済構造、開発能力、価値が、顧客の力と調和し、持続的イノベーションと破壊的イノベーションという全く異なる仕事を邪魔せ
	
	イノベーションのジレンマを読んでの感想とまとめ
	このような能力を大学の講義内で学ぶことを期待することは非常に難しいことと思います。発表は以上です。
	御静聴ありがとうございました。

